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１．はじめに 

本稿は、前稿「有珠山噴火災害復旧工事（その２）」で述べた板谷沢

橋の復旧計画において、上部工の線形移動後に行った既設橋台の解体

計画とその工事について報告するものである。 

２．工事概要 

板谷沢橋の橋台は調査の結果、躯体に大きなせん断ひび割れとコン

クリート打継ぎ面に大きな開きが確認された。また他橋とは異なり、

基礎杭にも 10mm を超える大きなひび割れが多数確認された。

このため、復旧計画は既設上部工をベント支保工で仮受けし（図

-1）、新たな線形へ移動したのち既設橋台を解体して橋台を新設

するものとしたが、この既設橋台の解体に際しては次のような

制約条件のもとで行う必要があった。 

①線形移動を完了した約 12,000kN からなる既設上部工とこれを

仮受けするベント支保工に一切影響を与えないこと。 

②施工ヤードは、G６桁側（図-1 図面下側）に限られること。 

③施工時期は、北海道の厳寒期（1 月下旬）となること。 

④災害復旧という緊急工事のため、短工期で施工を行うこと。 

以下に、Ａ２橋台の竪壁撤去方法について記述する。 

３．竪壁の撤去計画と施工結果 

既設Ａ２橋台の竪壁（幅 19.2ｍ、高さ 8.2m、壁厚 1.95m）は、

線形移動を完了した既設上部工が直上に離隔約 50cm で、ベント

支保工が離隔約 2m で近接していた。このため、A２橋台の竪壁

は、図-2 図-3 に示すようにワイヤーソーで大型ブロックに

切断したのち、解体時の施工スペースとして確保できるＧ

６桁側に設置した搬出架台まで横方向（橋軸直角方向）に

引き出して搬出する計画とした。 

（1）ブロック割り 

厳寒期施工となるワイヤーソーの施工面積をできるだけ

減らすとともに、横引き・搬出回数を減らして大幅な工期

短縮を図るため、切断ブロックは、施工スペースに配置可

能な 1,000kN 吊りトラッククレーンと 220kN トレーラーの

組み合わせで場外搬出が可能となる最大の大きさ（200kN/個、９列４段：36 ブロック）とした。 
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図-2 ブロック割図 
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ワイヤーソー施工状況  

 
図-3 竪壁撤去手順 

（2）ワイヤーソーの施工 

ワイヤーソーは、気温が

-10℃から -15℃まで下がる

環境下での施工となること

から、ワイヤーの凍結防止を

図るため、可能な限り連続施

工を行う計画とした。切断幅に

ついては、ダイヤモンドビース表面の氷結による動摩擦抵

抗の減少を極力少なくする必要があると考え、試験施工を

実施し、最適な水平方向の切断間隔（ワイヤー通し孔間隔：

B=1.35m）を決定した（図-4）。また、線形移動した既設上

部工には、2.7%の横断勾配がついていたが、現地の制約上、

切断したブロックは横断勾配の下側となるＧ６桁側（狭空

間側）に引き出す必要があったため、１段目ブロックにつ

いては既設上部工に支障しないよう、上部工と同じ 2.7%の

勾配をつけて切断する計画とした（図-2）。 

（3）横引き方法 

ワイヤーソーで切断したブロックの引き出しは、スライ

ドレールとスライドプレートを組み合わせたソリ形式で引

き出す計画とした。このスライドレールとスライドプレー

トの設置は、ブロック切断後、切断面に予め設けた４箇所

のジャッキ設置用の孔に、500KN ジャッキを挿入し、約

100mm ジャッキアップして行うこととした。また、切断し

たブロックの転落防止を目的として、ブロックの両側にスラ

イド式のストッパーを取付ける安全対策を講じた（図-3-1）。   

（4）施工結果 

ワイヤーソーで切断したブロックは、幅 1.95m の竪壁切断

面上を最大 16m も横引きする必要があることから、実施工は

切断ブロックを約１ｍ毎にレバーブロックで軌道修正しなが

ら慎重に行った(図-3-2)。また、スライドレールとスライドプ

レートの氷結を防止するため、相互の接触面に

ガスバーナーで常時熱を加えたほか、摩擦低減

のためにスライドレールには滑材塗布を行っ

た。ワイヤーソーの切断能力を優先したため、

水平切断面の不陸が若干大きくなり、スライド

レールの設置の調整などに時間を要したが、工

事はほぼ計画通りに進み、既設上部工やベント

に影響を与えることなく、短工期で既設橋台の解体を完了することができた。 

４．まとめ 

本工事は、厳冬期における重要構造物近接位置での施工と言う非常に厳しい条

件下での作業であったが、工期内で無事に完了させることができ、今後の同種工

事に貴重な資料を残したものと考える。 
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図-4 ワイヤー通し孔ピッチと切断量の関係 
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